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の
す

す
め

星
空
浴

身近な星
「月」
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「星空浴のすすめ」へ
　ご意見 ・ご要望はコチラまで

商工観光課  電話  0241-62-6200

私
た
ち
の
最
も
身
近
な
星
と
は
。

地
球
に
一
番
近
い
天
体
と
は
。

答
え
は
「
月
」
で
す
。
星
に
興
味
が
無

い
方
で
も
、
月
を
見
た
こ
と
が
無
い
方

は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

月
は
、
地
球
唯
一
の
衛
星
と
し
て
、
地

球
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
星
で
す
か

ら
、
地
球
と
月
は
と
っ
て
も
深
い
結
び

つ
き
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
月
を
見
た
と
き
、
い
つ

も
う
さ
ぎ
が
餅
を
つ
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
せ
ん
か
。
そ
う
な
ん
で

す
。
月
は
、
い
つ
も
う
さ
ぎ
が
餅
つ
き

し
て
い
る
同
じ
面
を
地
球
に
向
け
て
い

る
の
で
す
。
そ
ん
な
の
当
り
前
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不
思
議
に
思
い

ま
せ
ん
か
。
地
球
は
太
陽
の
周
り
を
１

年
約
３
６
５
日
で
１
周
（
公
転
）
し
ま

す
。
月
は
地
球
の
周
り
を
約
30
日
で
１

周
し
ま
す
。
地
球
は
太
陽
の
周
り
を
１

周
す
る
間
に
約
３
６
５
回
転
（
自
転
）

し
ま
す
。
し
か
し
、
月
は
地
球
の
周
り

を
１
周
す
る
間
に
１
回
転
し
か
し
ま
せ

ん
。
す
な
わ
ち
、
月
は
自
転
と
公
転
の

周
期
が
同
じ
な
の
で
、
い
つ
も
地
球
に

同
じ
面
を
向
け
て
い
る
の
で
す
。
地
球

か
ら
月
の
裏
側
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。１

９
５
９
年
、
当
時
ソ
連
の
人
工

衛
星
が
初
め
て
月
の
裏
側
の
撮

影
に
成
功
し
、
表
と
裏
と
で
は
様
子
が

大
き
く
違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

月
の
表
側
で
は
、
模
様
の
よ
う
に
見
え

る
海
と
言
わ
れ
る
部
分
が
30
％
あ
り
ま

す
が
、
裏
側
に
は
わ
ず
か
２
％
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
標
高
差
も
大
き
く

月
面
の
最
高
地
点
と
最
低
地
点
は
共
に

裏
側
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
月
で
あ
っ
て
も
、
裏
側
は
今
で

も
大
き
な
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
月

の
裏
側
へ
は
、
電
波
が
届
き
に
く
い
こ

と
か
ら
、
長
い
間
上
空
か
ら
の
観
測
調

査
の
み
で
し
た
が
、
２
０
１
９
年
１
月

に
中
国
の
探
査
機
が
初
め
て
月
の
裏
側

へ
着
陸
。
今
後
、
月
の
裏
側
の
詳
細
が

解
き
明
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 くらしの
 　 情報

　県では、令和５年産米についても、
抽出による米のモニタリング検査を
実施しますので、検査への御理解と
御協力をお願いします。

　米のモニタリング検査は、昭和25
年２月１日時点の旧町村単位で旧田
島町、旧桧沢村、旧荒海村、旧舘岩村、
旧伊南村、旧大川村、旧大宮村、旧
富田村ごとに玄米１点を検査します。

　生産者の皆さまは、旧町村単位の
検査結果が公表されるまで、無償譲
渡を含め、令和５年産米の出荷 ・販
売の自粛をお願いします。検査の結
果、基準値超過がなければ、旧町村
ごとに出荷・販売の自粛が解除され
ます。
　自粛解除の状況は、次の福島県の
ホームページから確認できます。
　その他ご不明な点は、南会津農林
事務所農業振興普及部にお問い合わ
せください。

問合せ　南会津農林事務所　
　　　　農業振興普及部
電　話　0241-62-5262

令和５年産米の出荷・販売
に関するお願い

　県では、配偶者や恋人からの暴力
（ＤＶ）、家庭内トラブルなど、女性
が抱える諸課題に対し、女性相談員
による電話相談を受け付けています。

問合せ　南会津保健福祉事務所　
電　話　0241-63-0305

女性のための相談支援センター
　電話　024-522-1010
　受付時間　午前９時～午後９時
　※年末年始、祝日を除く

女性のための相談窓口を
開設しています

女性のための
相談支援センター

福島県ホームページ
令和５年産米・穀類
の市町村別モニタリ
ング検査の進捗状況

　就職希望の障がい者と求人企業が
一堂に会し、数多くの面接の機会を
確保し、障がい者の雇用の促進を図
ることを目的とした「障がい者就職
説明会」を下記の内容で開催します。

日　時　10月25日（水）
　　　　午後１時～午後４時
場　所　会津アピオスペース
　　　　展示ホール
　　　　（会津若松市インター西90）
企　業　30社程度
問合せ　ハローワーク会津若松
　　　　専門援助部門
電　話　0242-26-3333

「令和５年度障害者就職面接会」
（会津若松会場）開催のご案内

　聴覚支援学校会津校では、きこえ
やことばに心配がある乳幼児とその
保護者を対象に、一緒に遊ぶ中でコ
ミュニケーションを促し、聞く姿勢
や言葉を育てるお手伝いをします。

日　時　月～金曜日（平日のみ）
　　　　午前９時～午後４時
会　場　聴覚支援学校会津校内
　　　　地域支援センター
　　　　みみらんど ・會津
参加費　無料　
問合せ　福島県立聴覚支援学校会津校
　　　　教頭
電　話　0242-22-1286
メール　fukushima-sd-aizu@fcs.ed.jp

聴覚障がい乳幼児子育て相談
「みみちゃん教室」

ホームページ

　10月は里親月間です。里親につい
ての制度や、保護者から離れて育つ
子どもたちの現状、里親自身の体験
談を聞くことができる講座を開催し
ます。興味のある方は、ぜひお申込
みください。

日　時　10月24日(火)
　　　　午前10時～午前11時30分
場　所　会津若松市北会津町支所　
　　　　ピカリンホール　　　　　
申込み　参加を希望される方は、下
　　　　記問合せ先に「氏名・住所・
　　　　電話番号」が分かるように
　　　　お申し込みください。
締　切　10月17日(火)
問合せ　福島県会津児童相談所
電　話　0242-23-1400
ＦＡＸ　0242-23-1404
メール　aidu.jisou@pref.fukushima.lg.jp

「里親入門講座」
開催のお知らせ

さ
て
、
皆
さ
ん
は
月
を
眺
め
て
い

る
と
、
三
日
月
は
夕
方
の
西
の

空
に
見
え
る
と
か
、
半
月
（
上
弦
）
は

暗
く
な
る
頃
に
南
の
空
に
見
え
る
と

か
、
満
月
は
日
没
後
に
東
の
空
か
ら

昇
っ
て
く
る
と
か
、
な
ん
と
な
く
は
感

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
月
は
月
齢

（
満
ち
欠
け
）
に
よ
っ
て
月げ

っ
し
ゅ
つ出

、
月げ

つ
ぼ
つ没

の
時
間
が
お
お
よ
そ
決
ま
り
ま
す
。
新

月
か
ら
満
月
に
な
っ
て
新
月
に
戻
る
ま

で
約
30
日
の
周
期
な
の
で
、
単
純
計
算

で
は
毎
日
48
分
ず
つ
月
の
出
が
遅
く
な

り
ま
す
。
な
の
で
、
上
弦
の
月
は
お
昼

頃
昇
り
暗
く
な
る
こ
ろ
に
は
南
の
空

に
、
満
月
は
日
没
時
に
東
か
ら
昇
り
日

出
時
に
は
西
に
沈
み
、
下
弦
の
月
は
真

夜
中
昇
る
の
で
明
け
方
南
の
空
に
見
え

る
と
言
う
よ
う
な
規
則
性
が
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
今
日
の
月
齢
を
知
る
と

い
つ
ど
ん
な
月
が
見
え
る
の
か
、
見
え

な
い
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

旧
暦
（
太
陰
太
陽
暦
）
で
は
月
の

満
ち
欠
け
を
基
に
暦
が
で
き
て

い
た
よ
う
に
、
私
た
ち
は
月
の
満
ち
欠

け
と
共
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
旧
暦

の
15
日
は
満
月
、
す
な
わ
ち
十
五
夜
で

す
。
今
年
の
中
秋
の
名
月
（
旧
暦
８
月

15
日
）
は
９
月
29
日
で
す
。
か
つ
て
上

流
貴
族
は
、
十
五
夜
に
は
月
を
見
な
が

ら
宴
を
催
し
優
雅
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
十
五
夜
の
前
日
は
待ま

つ

宵よ
い

、

翌
日
は
十い

ざ
よ
い

六
夜
と
言
っ
て
前
夜
祭
に
後

夜
祭
も
や
っ
て
、
更
に
十
七
夜
以
降
も

立た
ち
ま
ち待

月づ
き

、
居い

ま
ち待

月づ
き

、
寝ね

ま
ち待

月づ
き

、
更ふ

け
ま
ち待

月づ
き

と
言
い
、
月
の
昇
る
時
間
が
日
々
遅
く

な
る
の
で
、
最
初
は
立
っ
て
待
っ
て
い

た
月
も
、
座
っ
て
待
っ
て
、
最
後
は
寝

て
待
つ
と
表
わ
し
、
月
を
肴
に
毎
晩
宴

を
開
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代

以
降
、
庶
民
の
間
で
月
待
ち
の
習
慣
が

全
国
で
見
ら
れ
ま
し
た
（
詳
し
く
は
６

月
号
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
参
照
）。
十
五
夜

に
は
ぜ
ひ
、
月
を
肴
に
地
酒
で
乾
杯
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　

　
　

有
賀
伸
一（
た
じ
ま
天
文
同
好
会
）


